
 

 

中部イノベネット 

産業技術の芽 

あいち産業科学技術総合センター 

 

    産業用ロボットの教示作業を簡単＆短時間にする技術を開発 

パラレルワイヤ教示装置（PAWTED） 

技術分野分類  5507：知能機械学・機械システム                       

技術キーワード   (1)ロボティクス、(8)人間機械システム、 

産 業 分 類  2694：ロボット製造業                  

 

内 
 
 
 
 
 

容 

 

概  要 

 

産業用ロボットを利用するためには、作業内容の「教示(プログラム)」を行う

必要がある。この教示は単純な内容であっても作業時間を要し、設備の生産性

の低下の要因となっていた。そのため、オペレータが産業用ロボットを直接手

で持って動かし(図１)、その軌道を記憶・再現(図２)することで教示を容易・

時短にする「直接教示法」の新しい装置を開発した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

標準的な入力装置(ティーチペンダント)に比べ、「直接教示法」を採用すること

で教示時間の大幅な削減と、複雑な軌道の教示を可能にした。また、既存の直

接教示用入力装置に比べ、特異点近傍でも安定した動作が可能なことや、力セ

ンサとの併用で作業の軌道と力(負荷)を同時に教示可能なため、ロボットのハ

イブリッド制御用の教示装置として利用可能である。 

本技術の 

有用性 

直接教示法を採用することで、ティーチペンダントに比べ作業時間の短縮が可

能。バリ取りロボット用での試験(図 3)では教示時間を 78%削減した。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

   

図１PAWTED による教示 図２ ロボットによる軌道再生 図３バリ取りロボットの教示 

適用可能製品 
現在、愛知県内の企業と開発中。溶接・研磨・塗装などのロボットへ適用が期

待できる。※実機の動作は https://www.youtube.com/watch?v=HaO-yduJtzY で視聴可 
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